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先
日
、
バ
ベ
ル
の
塔
と
題

さ
れ
た
絵
画
を
目
に
す
る
機

会
を
得
た
。
バ
ベ
ル
の
塔
は

創
世
記
に
出
て
く
る
。
そ
の

昔
、
人
々
は
同
じ
言
葉
を
用

い
て
い
た
が
、
あ
る
時
に
神

の
住
む
天
に
届
く
塔
を
立
て

よ
う
と
、
そ
の
建
設
を
始
め

た
。こ
れ
を
見
た
神
が
、人
間

が
そ
の
よ
う
な
企
て
を
起
こ

せ
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が

違
う
言
語
を
話
し
、
相
手
を

理
解
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
塔
を
立
て
ら
れ
な
く

し
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
登

場
し
、
日
本
中
ま
た
世
界
中

の
人
々
が
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
上
で
自
分
の
意
見
を

表
明
し
、
見
ず
知
ら
ず
の
人

た
ち
と
意
見
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
違
う
言
語

で
記
述
さ
れ
て
い
て
も
自
動

的
に
翻
訳
さ
れ
て
、
そ
の
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
ま
で
可

能
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
自

分
と
同
じ
意
見
・
興
味
を
持

つ
人
た
ち
の
投
稿
や
宣
伝
が

優
先
し
て
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
自

分
と
似
た
よ
う
な
考
え
方
や

嗜
好
を
持
つ
人
間
の
小
集
団

が
数
多
く
形
成
さ
れ
、
お
互

い
に
違
う
グ
ル
ー
プ
に
属
す

る
人
た
ち
の
こ
と
が
全
く
理

解
で
き
な
か
っ
た
り
、
更
に

は
攻
撃
し
あ
う
よ
う
な
現
象

も
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
進
行
中
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
巡
る
社
会
現
象

し
か
り
、
数
年
前
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
し
か
り
で
あ

る
。
ま
る
で
天
ま
で
届
く
塔

を
積
み
上
げ
よ
う
と
し
て
、

結
局
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ハ
ベ
ル
の
塔
の
話
に

そ
っ
く
り
な
状
況
に
も
見
え

る
。

　

好
き
嫌
い
は
別
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
の

中
で
大
き
く
社
会
が
進
歩

し
、
文
化
が
花
開
い
た
時
代

は
、
多
く
の
異
質
な
も
の
が

混
ざ
り
合
い
、
お
互
い
が
競

い
合
う
時
代
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。そ
し
て
、い
ず
れ
も
が

多
様
性
を
許
容
す
る
の
を
止

め
た
時
に
、
没
落
が
始
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
近

年
、
国
際
化
が
進
む
と
言
わ

れ
て
か
ら
久
し
い
が
、
同
じ

言
葉
を
話
す
よ
う
に
自
由
に

意
見
を
交
換
し
協
力
で
き
る

よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
お
互

い
の
多
様
性
を
保
持
し
続
け

ま
た
許
容
で
き
る
仕
組
み
を

作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
べ

き
時
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
国
際
医
療
福
祉
大
学

　

医
学
部
病
理
学
教
授

�

潮
見
隆
之　

77
回
）

　

新
病
院
棟
建
設
に
際
し
、

三
四
会
会
員
の
皆
様
に
は
多

大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

募
金
活
動
は
実
質
的
に
、

慶
應
義
塾
創
立
１
５
０
年
記

念
事
業
募
金
と
し
て
２
０
０

５
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
引
き

続
き
２
０
１
３
年
か
ら
医
学

部
創
立
１
０
０
年
記
念
新
病

院
棟
建
設
事
業
募
金
と
し
て

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
１
５
０

年
記
念
事
業
募
金
に
つ
い
て

は
、
三
田
・
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
顕
彰
銘
板
が
設
置
さ

れ
、
２
０
１
３
年
か
ら
の
募

金
活
動
に
つ
い
て
は
完
成
し

た
新
病
院
棟
１
号
館
に
感
謝

の
銘
板
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
全
募
金
期
間
を
通

し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
賜
り

ま
し
た
が
、
既
に
設
置
さ
れ

た
信
濃
町
の
銘
板
に
掲
出
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
会
員
の
方

々
へ
三
四
会
が
心
か
ら
の
感

謝
の
意
を
表
し
、
新
た
な
銘

板
を
作
製
し
て
信
濃
町
に
顕

彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

塾
、
医
学
部
か
ら
の
承
認

の
下
に
こ
の
度
よ
う
や
く
三

　

２
０
１
９
年
度
大
学
学
部

卒
業
式
は
、
新
装
な
っ
た
日

吉
の
記
念
館
で
２
０
２
０
年

３
月
23
日
に
挙
行
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
慶
應
義
塾

大
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
を
ふ
ま

え
、
中
止
し
た
。
式
典
に
代

わ
り
、
卒
業
生
・
修
了
生
に

向
け
て
の
塾
長
式
辞
、
塾
員

代
表
祝
辞
等
、
予
定
さ
れ
て

い
た
式
典
の
一
部
を
動
画
配

信
し
た
。
同
日
に
リ
ッ
ツ
カ

ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
お
こ
な

わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
医
学

部
99
回
生
の
謝
恩
会
も
中
止

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
挙
行

を
予
定
し
て
い
た
２
０
２
０

年
度
大
学
学
部
入
学
式
は
延

期
と
な
っ
た
。
本
原
稿
執
筆

時
点
（
２
０
２
０
年
３
月
18

日
）
で
は
、
４
月
13
日
か
ら

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
30

日
か
ら
授
業
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

　

医
学
部
で
は
、
３
月
初
旬

に
お
い
て
、
講
義
は
す
べ
て

終
了
し
て
い
た
が
、
４
年
生

と
５
年
生
の
臨
床
実
習
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
３
月
２

日
よ
り
学
外
施
設
で
の
臨
床

実
習
は
中
止
と
し
た
。
一
方

で
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で

の
臨
床
実
習
は
、
感
染
対
策

を
十
分
し
た
上
で
、
継
続
を

　

信
濃
町
に
お
け
る
働
き
手

の
中
心
で
も
あ
る
准
教
授
・

講
師
の
方
々
の
相
互
理
解
を

深
め
る
会
と
し
て
准
教
授
講

師
会
（
准
講
会
）
が
長
年
活

動
を
続
け
て
い
る
。
本
年
度

の
総
会
が
、
２
月
25
日
火
曜

日
に
総
合
医
科
学
研
究
棟
１

階
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
さ
れ

た
。

　

中
国
武
漢
市
に
端
を
発
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
を
懸
念
し
、
全

員
マ
ス
ク
の
着
用
を
義
務
づ

け
、
入
室
は
ア
ル
コ
ー
ル
手

消
毒
を
必
須
と
し
、
懇
親
会

に
お
け
る
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

は
急
遽
中
止
に
な
っ
た
。

　

現
会
員
数
は
、
１
４
８
名

（
准
教
授
63
名
、
講
師
85

名
）
で
、
う
ち
新
入
会
員
数

は
、
13
名
で
あ
る
。
長
年
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
小
生
も
２
０
２
０
年
３
月

を
以
て
慶
應
義
塾
を
退
職
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
会
員
の
皆
様
へ
の
感
謝
と

こ
れ
ま
で
の
活
動
や
今
後
の

発
展
へ
の
期
待
を
含
め
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
新

役
員
に
は
選
挙
で
、
会
長
に

谷
川
瑛
子
先
生
が
選
出
さ

れ
、
幹
事
に
は
吉
村
公
雄
、

北
郷　

実
、
飛
彈
麻
里
子
、

村
松
太
郎
の
各
先
生
が
選
出

さ
れ
た
。
そ
の
他
、
２
名
の

幹
事
に
つ
い
て
、
規
則
に
よ

り
新
会
長
が
選
任
す
る
こ
と

と
な
る
。

　

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
で
は
冒
頭
に
、
天
谷

雅
行
医
学
部
長
か
ら
新
た
な

医
学
部
の
変
革
の
活
動
を
含

め
た
ご
紹
介
が
な
さ
れ
、
向

後
の
１
０
０
年
に
向
け
て
支

え
る
力
と
な
る
准
講
会
の
会

員
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
い
た
。
北
川
雄
光
病

院
長
か
ら
新
病
院
棟
建
設
か

ら
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
の
展

開
、
そ
し
て
、
感
染
症
棟
の

開
設
、
ゲ
ノ
ム
医
療
へ
の
展

開
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ

た
。

　

日
頃
、
自
身
の
分
野
外
の

有
意
義
な
話
を
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
か

ら
伺
う
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
で

は
、
消
化
器
内
科
の
中
本
伸

宏
准
教
授
か
ら
腸
内
細
菌
と

第114回医師国家試験
第114回医師国家試験の新卒の合格者数

順位 大学名 合格率（%）合格者数/受験者数

1 自治医科大学 100.0%  119/119
1 東京医科歯科大学医学部 100.0%  107/107
1 福井大学医学部 100.0%  106/106
1 北海道大学医学部 100.0%  105/105
1 大阪医科大学 100.0%  99/99
1 和歌山県立医科大学 100.0%  97/97
1 産業医科大学 100.0%  90/90
8 順天堂大学医学部 99.2%  125/126
9 埼玉医科大学 99.2%  124/125
10 秋田大学医学部 99.2%  118/119
11 日本大学医学部 99.1%  113/114
12 鹿児島大学医学部 99.1%  110/111
13 岐阜大学医学部 99.1%  107/108
14 慶應義塾大学医学部 99.1%  106/107

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
三

四
会
は
、
１
９
２
０
年
（
大

正
９
年
）
１
月
29
日
に
発
足

し
た
。
北
里
柴
三
郎
先
生
を

招
い
て
三
田
の
食
堂
で
発
足

式
が
挙
行
さ
れ
た
。
三
四
会

は
、
２
０
２
０
年
（
令
和
２

年
）
に
百
周
年
を
迎
え
、
北

里
先
生
の
命
日
に
あ
た
る
６

月
13
日
に
、
三
四
会
評
議
員

会
終
了
後
に
『
三
四
会
百
年

記
念
式
典
・
講
演
会
、
祝
賀

懇
親
会
』
を
予
定
し
て
い

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

勃
発
で
始
ま
っ
た
２
０
２
０

年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
象
徴
と

な
る
新
国
立
競
技
場
の
あ
る

神
宮
外
苑
は
、
か
つ
て
は
青

山
練
兵
場
で
あ
っ
た
。
現
在

信
濃
町
駅
を
通
っ
て
い
る
Ｊ

Ｒ
線
は
、
か
つ
て
は
甲
武
鉄

道
と
し
て
、
１
８
８
９
年

（
明
治
22
年
）
に
新
宿
―
八

王
子
間
が
、
１
８
９
４
年

（
明
治
27
年
）
に
新
宿
―
牛

込
間
が
開
業
し
て
い
る
。
千

駄
ヶ
谷
駅
と
信
濃
町
駅
の
間

の
線
路
の
南
に
は
青
山
練
兵

場
が
あ
り
、
青
山
軍
用
停
車

場
が
１
８
９
４
（
明
治
27
）

年
９
月
か
ら
１
８
９
６
年

（
明
治
29
年
）
ま
で
置
か
れ

た
。
信
濃
町
駅
を
通
っ
て
い

た
都
電
の
前
身
は
、
１
９
０

６
年
（
明
治
39
年
）
３
月
に

東
京
電
気
鉄
道　

外
濠
線
と

し
て
、
信
濃
町
―
青
山
一
丁

目
間
で
開
業
し
て
い
る
。

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）

10
月
に
廃
止
と
な
っ
て
い

る
。

　

青
山
練
兵
場
は
、
下
屋
敷

や
御
家
人
の
屋
敷
、
御
焔
硝

藏
や
御
鉄
炮
場
、
寺
院
・
町

家
を
、
陸
軍
省
が
１
８
８
７

年
（
明
治
20
年
）
に
ま
と
め

て
買
い
上
げ
、
日
比
谷
練
兵

場
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
後
練
兵
場

は
代
々
木
に
移
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
天
皇
崩
御

後
に
、
明
治
神
宮
外
苑
造
営

計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
競
技

場
の
工
事
は
１
９
１
９
年

（
大
正
8
年
）
12
月
に
着
工

し
た
が
、
関
東
大
震
災
や
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
、

竣
工
し
た
の
が
１
９
２
４
年

（
大
正
13
年
）
10
月
で
あ
っ

た
。
外
苑
が
現
在
の
形
に
出

来
上
が
っ
た
の
は
、
１
９
２

６
年
（
大
正
15
年
）
頃
で
あ

る
。

　

線
路
の
北
側
は
陸
軍
の
所

轄
地
で
、
輜
重
兵
（
し
ち
ょ

う
へ
い
）
営
や
兵
器
工
廠

（
こ
う
し
ょ
う
）
倉
庫
が
あ

っ
た
。
１
９
１
７
年
（
大
正

6
年
）
11
月
28
日
に
東
京
府

知
事
と
の
間
で
払
い
下
げ
の

契
約
が
調
印
さ
れ
、
全
て
の

登
記
が
完
了
し
た
の
が
１
９

１
９
年
（
大
正
8
年
）
12
月

11
日
で
あ
る
。
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
軍
の
所
轄
地
で

あ
っ
た
証
の
境
界
石
が
、
外

苑
東
通
り
に
面
し
て
北
に
位

置
す
る
東
門
の
民
音
文
化
セ

ン
タ
ー
と
の
境
に
、『
陸
軍

省
所
轄
地
』
と
二
行
で
記
さ

れ
て
残
っ
て
い
る
。
青
山
練

兵
場
と
軍
用
地
を
結
ぶ
た
め

に
、
線
路
を
ま
た
い
で
北
の

倉
庫
と
南
の
練
兵
場
を
つ
な

ぐ
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。

現
在
そ
の
一
つ
が
無
名
橋
の

名
で
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
科
の
教
室
の
工
事
は
１

９
１
８
年
（
大
正
７
年
）
８

月
に
着
工
し
、
西
校
舎
が
１

９
１
９
年
（
大
正
８
年
）
３

月
に
竣
工
し
た
。
始
業
式
が

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

４
月
16
日
に
行
わ
れ
た
の

で
、
校
舎
が
出
来
た
の
は
授

業
が
始
ま
る
直
前
で
あ
っ

た
。
病
院
は
１
９
２
０
年

（
大
正
９
年
）
10
月
末
に
完

成
し
、
医
学
部
開
校
・
大
学

病
院
開
院
式
が
、
11
月
６
日

に
行
わ
れ
た
。

　

当
時
は
信
濃
町
で
は
、
線

路
を
挟
ん
で
北
と
南
で
、
同

時
に
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
甲
武
鉄
道
信
濃
町

駅
や
東
京
電
気
鉄
道
信
濃
町

駅
が
出
来
て
い
た
と
は
い

え
、
医
学
部
学
生
が
生
活
を

送
る
の
に
適
し
て
い
た
と
は

言
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
信

濃
町
の
通
り
に
は
食
堂
が
無

く
、
弁
当
を
持
参
す
る
か
左

門
町
ま
で
出
か
け
る
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
、
三
四
会
が
発
足
し

た
。
会
の
目
的
は
、『
会
員

相
互
の
交
誼
を
厚
く
し
、
心

身
の
強
健
を
は
か
る
』
こ
と

と
し
、
総
務
部
、
文
芸
部
、

運
動
部
の
三
部
が
置
か
れ

た
。
会
長
に
は
医
学
部
長

が
、
副
会
長
に
は
予
科
主
任

が
就
き
、
３
名
の
部
長
に
は

医
学
部
教
授
よ
り
推
挙
し

た
。
三
四
会
で
は
、
食
堂
経

営
改
善
が
検
討
さ
れ
、
雑
貨

部
と
書
籍
部
が
置
か
れ
、
１

９
２
６
年
（
大
正
15
年
）
９

月
に
竣
工
し
た
三
四
会
館
に

は
、
１
階
に
は
食
堂
、
雑
貨

部
、
書
籍
部
が
、
２
階
に
は

会
議
室
、
図
書
室
、
三
四
会

事
務
室
、
各
倶
楽
部
ル
ー
ム

が
作
ら
れ
た
。
雑
貨
部
は
宮

田
商
店
と
し
て
、
書
籍
部
は

仁
誠
堂
と
し
て
２
０
１
０
年

頃
ま
で
販
売
を
続
け
、
信
濃

町
に
店
が
無
か
っ
た
時
代
に

学
生
を
支
え
て
く
れ
た
有
難

い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

肝
疾
患
の
話
を
い
た
だ
い

た
。
わ
か
り
易
く
研
究
成
果

と
実
臨
床
に
結
び
つ
く
先
端

医
療
の
話
は
興
味
の
的
と
な

り
、
多
く
の
質
問
が
投
げ
か

け
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
の
シ

リ
ー
ズ
講
演
の
企
画
は
解
剖

学
の
今
西
宣
晶
准
教
授
か
ら

ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ

ボ
の
話
を
伺
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
朝
か
ら
の
発
熱
に
見

舞
わ
れ
、
残
念
な
が
ら
今
回

の
肺
炎
騒
動
の
関
係
か
ら
次

回
講
演
の
予
定
へ
変
更
さ
れ

た
。
今
年
は
会
食
の
機
会
が

失
わ
れ
た
が
、
本
会
が
こ
れ

か
ら
の
信
濃
町
を
支
え
る
裾

の
広
い
優
秀
な
人
材
の
宝
庫

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る

機
会
で
も
あ
っ
た
。

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名

誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発展
を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員
（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地
域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会社会功労賞推薦状）により候補者を推薦してくだ
さい。

　　　３．�締め切りは、2020年４月17日（金）必着、三四会事務局
宛とします。

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿っ
た業績目録、客観的に評価しうる資料等、オリジナル
１部とコピー10セットが必要です。

　　　５．�以前推薦したが、受賞されなかった方の再推薦も可能
です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL:�http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正
な選考の結果、原則１名の受賞者を決定します。受賞者は2020年
６月13日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、
賞状および副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について
Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�

Alumni�Association（Sanshikai）

目的　�若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学
の発展を図る。

対象　１．�次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員で三
四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾
関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地域等で
業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　� 　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。�

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会奨励賞推薦状）により候補者を推薦して下さい。�

　　　３．�推薦締切りは2020年４月17日（金）必着、三四会事務局
宛とします。�

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集
会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の
抄録）、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。�

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書
（オリジナル１部とコピー10部）が必要となります。�

　※�推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部と
し、コピーも同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の
受賞者を決定します。受賞者は2020年６月13日（土）に予定されて
いる三四会定例評議員会で表彰され、賞状および副賞が授与され
ます。

し
て
い
る
。
４
月
以
降
の
講

義
・
実
習
に
つ
い
て
、
本
原

稿
執
筆
時
点
（
２
０
２
０
年

３
月
18
日
）
で
は
、
医
学
部

の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講

義
は
4
月
30
日
か
ら
と
し
、

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講

義
・
実
習
は
通
常
通
り
、
感

染
対
策
を
十
分
し
た
上
で
、

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
陸
軍
省
所
轄
地
」
と
刻
ま
れ
た
境
界
石
。
外
苑
東
通
り
に
面

し
た
民
音
文
化
セ
ン
タ
ー
と
の
境
に
残
さ
れ
て
い
る
。
令
和
2

年
3
月
6
日
撮
影

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
講
演
者
の
内
科
学
（
消
化
器
）

中
本
伸
宏
准
教
授

明示40年の古地図には、千駄ヶ谷駅と信濃町駅の間の外苑側に、鉄道に
沿って引込線が描かれており、現在も一部が残っている。

99
回
生
の
卒
業
式
・
謝
恩
会
は
中
止

会
長

令
和
元
年
度

准
教
授
講
師
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

末
岡 

　
浩（
59
回
）

三
四
会
発
足
頃
の
信
濃
町

〈上〉

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
三
四
会
発
足
百
年

画像@2020 Digital Earth Technology、The Geoinformation Group、地図データ@2020 Google Map

　

令
和
２
年
２
月
８
日
、
９

日
に
実
施
さ
れ
た
第
１
１
４

回
医
師
国
家
試
験
の
合
格
発

表
が
、
3
月
16
日
に
厚
生
労

働
省
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

第
１
１
４
回
医
師
国
家
試

験
の
受
験
者
総
数
は
１
０
、

１
４
０
人
、
合
格
者
は
９
、

３
４
１
人
で
全
体
の
合
格
率

は
92
・
１
％
（
昨
年
89
・
０

％
）
で
あ
り
、
昨
年
よ
り
３

・
１
％
増
加
し
た
。

　

合
格
基
準
は
、

①
必
修
問
題
１
５

８
点
以
上
／
１
９

７
点
、�

②
一
般
お

よ
び
臨
床
実
地
問

題
72
・
６
％
（
２

１
７
点
以
上
／
２

９
９
点
、
昨
年
は

70
・
６
％�

）�

③

禁
忌
肢
３
問
以
下

で
あ
っ
た
。�

　

今
年
の
問
題
を

見
て
も
、
臨
床
重

視
が
進
ん
で
い

る
。
特
に
、
臨
床

実
習
で
き
ち
ん
と

臨
床
現
場
を
見
て
い
る
か
を

問
わ
れ
る
問
題
が
多
く
な

り
、
そ
の
傾
向
は
定
着
し
て

い
る
。
今
回
は
、
標
準
的
な

問
題
が
多
く
、
難
易
度
は
低

下
し
、
一
般
お
よ
び
臨
床
実

地
問
題
の
合
格
基
準
は
70
・

６
％
か
ら
72
・
６
％
へ
と
上

昇
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
現
役
生

は
１
０
７
名
の
う
ち
、
１
０

６
名
が
合
格
、
１
名
が
不
合

格
で
あ
っ
た
（
合
格
率
99
・

１
％
）。
既
卒
生
は
9
名
の

内
8
名
が
受
験
し
、
4
名
が

合
格
、
4
名
が
不
合
格
で
あ

っ
た
（
合
格
率
50
％
）。
慶

應
義
塾
の
学
生
達
は
、「
全

員
合
格
」
を
合
い
言
葉
に
、

模
擬
試
験
で
成
績
が
悪
か
っ

た
学
生
に
、
良
か
っ
た
学
生

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
つ
い

て
、
学
年
全
員
で
勉
強
し
て

き
た
。
今
回
、
残
念
な
が

ら
、
1
名
の
学
生
が
医
師
国

家
試
験
を
パ
ス
で
き
な
か
っ

た
。

　

医
師
国
家
試
験
は
知
識
を

問
う
試
験
で
あ
り
、
技
能
や

態
度
は
各
大
学
で
卒
業
時
に

PostCC-OSCE

（
臨
床
実
習

終
了
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
全
国
の
大
学
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２

０
年
度
か
ら
は
全
医
学
部
で

正
式
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

�

門
川
俊
明　

70
回
）

慶應義塾大学の医師国家試験の新卒合格者数推移

年次 　 新卒合格者数 新卒合格率

2020年 第114回 106/107 99.10%
2019年 第113回 107/111 96.70%
2018年 第112回 110/110 100%
2017年 第111回 107/110 97.30%
2016年 第110回 105/108 97.20%
2015年 第109回 108/108 100%
2014年 第108回 101/103 98.10%
2013年 第107回 95/97 97.90%
2012年 第106回 98/98 100%

2011年 第105回 96/97 99.00%

三
四
会
長 

武
田 

純
三（
52
回
）

　慶應義塾医学部新聞は、三四会員であればどなたでも投稿いた
だくことができます。
　以下記事につきましてはいくつかの投稿規定を設けております
ので、ご確認ください。

【教授・理事長就任】
　・�本文文字量は800字程度＋顔写真（JPEGデータなど）を

お送りください。
【受賞】
　・�本文文字量は600字程度＋顔写真（JPEGデータなど）を
お送りください。

【今月のサイエンス】
　・�インパクトファクター10.0以上のジャーナルに掲載された論
文であること。

　・�筆頭著者、または責任著者のどちらかに三四会員がいること。
　・�総説も受け付けますが、原著論文を優先して掲載します。
　◎�上記条件を満たした論文のうち数本をセレクトの上、こちら
から解説文を依頼します。まずは医学部新聞編集室まで、論
文PDFをお送りください。

　お送りいただいた記事につきましては、順次掲載していきます
が、紙面の都合により掲載号が遅くなることがあります。ご了承
ください。

　このほかにも投稿記事がある場合には、医学部新聞編集室まで
ご連絡ください。

慶應医学部新聞編集室メールアドレス
sansikai-editor@mediproduce.com

慶應義塾医学部新聞 投稿規定

四
会
新
病
院
棟
募
金
協
力
者

銘
板
が
完
成
し
、
２
号
館

（
旧
新
棟
）
11
階
の
ホ
ワ
イ

エ
壁
面
に
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
11
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
降
り
て
右
側
に
、
美
し
い

ガ
ラ
ス
板
形
式
の
銘
板
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

信
濃
町
に
お
越
し
の
際
は

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

三四会新病院棟
募金協力者銘板の設置


